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筑 豊 ト ラ イ

筑豊支部は８月19日、直方市中央公民館において第9回定期大会を開催した。

今年度は新型コロナウイルス感染症が第5類に引き下げられてはじめての開催となった。

来賓には、中央本部より吉田委員長、田川市の石松市議会議員、ろうきん直方支店より山口支店長をお招きし、

議長団には直方運輸分会の河村代議員が選出された。

執行部を代表して南委員長は「長引いた新型コロナウイルス感染症が５類に変更され、

行動制限が緩和されたことにより、鉄道を利用されるお客さまも鉄道収入も増加してお

ります。一方、不安定な世界情勢の中、物価が上昇し家庭にかかる負担が増えておりま

す。筑豊支部管内では、８月２８日に日田彦山線の不通区間（添田～夜明間）のＢＲＴひ

こぼしラインの運用が開始されます。これにより、筑豊地区が活性化されることを期待し

ています。今年の１０月には委託になっていた駅体制がＪＲ九州に統合され、来年4月に

は、新たな仲間が増える予定です。どのような組織作りをしていくかは、今後の課題と考

えております。皆さまの知恵を借りながら組織強化を図って行く」と所信を表明した。

執行部からは２０２2年度活動経過報告・決算報告・会計監査報告が行われ、２０２3年

度の予算（案）及び運動方針（案）が提起された。今後の諸課題の解決に向けて議案の

内容を満場一致で可決成立した。

最後に水野新委員長の団結ガンバローにより、これからの諸課題の解決、組合員１人

１人の安全安心な暮らしの実現に向けて意思統一を行い大会を終了した。


